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　１月19日、社会人・職業人として自立した人材育成をめざしたキャリア教育を推進している第二中学校に、市
民委員ら８人がうかがいました。キャリア教育の一環で、地元の人のやりがいや展望を聞き取る活動を行ってい
る１年生を前に、出雲の魅力・よいところや改善すべき課題等について、昨年８月に完成した『おんぼら出雲国風
土記』を活用しながら、講演を行いました。
　出雲ブランド化推進市民委員の思いが、生徒の皆さんに、自分たちの住んでいるところはどういう所かを認識
し、考えてもらえる機会になったと思います。

　『おんぼら出雲国風土記』は、国内で唯一、完本状態で残っている『出雲国風土記』に今の
出雲市を当てはめ、「大好き☆出雲！倶楽部」の５年間の活動の節目として編さんしたもので
す。今後もテーマをしぼった調査などを継続していき、『おんぼら出雲国風土記』を活用した
取り組みをしていきたいと考えています。

http://izumonakurashi.jp/

「幾多の歴史を経て、今の出雲市が
できあがっています。なぜ？どのように今に
至ったのか、郷土の歴史を知って語るのと知
らないで語るのは大きな違いがあります。

興味をもって知ってほしい。」

「出雲市は、県内の工業製品出荷額の約
40％、農業産出額も25％を占め、県内産業を
けん引しています。」出雲ブランド商品を実際に
手に取ってもらったうえで、出雲市の産業

の特性について伝えました。

[ひと・地域について]
森脇真弓さん[産業について]

杉原るみ子さん

[郷土歴史について]
西尾貴延さん

[観光について]
岩﨑恵子さん

[自然環境について]
金築千晴さん

[健康医療について]
平田明子さん

「市内には、ふるさと愛をもって、さまざまな分野
でがんばっているたくさんの団体やひとがいま
す。地域が輝くためには「ひと」が何より大事。
積極的に関わって、成長していってほしい。」

「出雲市は県内で一番医療環境が充実しています。歴史をたどれば、
医療の神様としても有名な大国主命の思いが根付いている証ではな
いかと感じています。」オリジナル紙芝居で大国主命を紹介しました。

地図の上に場所を落としこむ作業をしながら、知ってい
るようで知らない市内の観光スポットがどこにあるのか
気づいてもらいました。「有名ではなくても自分が自慢
できる場所を見つけ、人に紹介していってほしい。」

地域の魅力を再発見するために取り組ん
だ、写真と言葉をつなげた「フォトボイス」を
見てもらいました。「当たり前すぎて気づい
ていない地域の魅力はたくさんあります。
意識を変えて見つめなおしてほしい。」

[倶楽部の活動について]
出雲ブランド室　内藤雅超・中筋隆仁

出雲の真のブランド化を理解してもらうために、今日ま
での経過・活動を紹介しました。「普段何気なく見過
ごしていることを心にとめ、自分の生まれたまち、住ん
でいるまちの良さを発見してほしい。」

通信

おたずね／出雲ブランド化推進市民委員会（大好き☆出雲！倶楽部）事務局　出雲ブランド室　☎21-6274

完成本を市長に手渡す平田委員長

中学校の「キャリア教育講演会」で熱弁!!

「出雲の真のブランド化」に向けて、出雲に住む人が誇りや愛着
をさらに強め、市外の人から憧れを抱かれるまちになることを
めざす、「大好き☆出雲！倶楽部」（出雲ブランド化推進市民委
員）の活動をお伝えします。

『おんぼら出雲国風土記』は
ホームページ「いずもな暮ら
し」内で公開しています。
ぜひご覧ください。
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